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本資料に記載されている、将来に関する記述を含む歴史的事実以外のすべての記述は、当社グループが現在入手している情報に基づく、現時点における予測、期待、

 

想定、計画、認識、評価等を基礎として記載されているに過ぎません。また、予想数値を算定するためには、過去に確定し正確に認識された事実以外に、予想を行う

 

ために不可欠となる一定の前提（仮定）を用いています。これらの記述ないし事実または前提（仮定）は、客観的には不正確であったり将来実現しない可能性がありま

 

す。その原因となる潜在的リスクや不確定要因としては以下の事項があり、これらはいずれも当社グループの事業、業績または財政状態に悪影響を及ぼす可能性があ

 

ります。また、潜在的リスクや不確定要因はこれらに限られるものではありませんのでご留意ください。

1.

 

携帯電話の番号ポータビリティ、訴求力のある端末の展開、新規事業者の参入など、通信業界における他の事業者等及び他の技術等との競争の激化や競争レイヤー

 

の広がりをはじめとする市場環境の変化に関連して、当社グループが獲得・維持できる契約数が抑制されたり、当社グループの想定以上にＡＲＰＵの水準が逓減し続け

 

たり、コストが増大する可能性があること

2.

 

当社グループが提供している、あるいは新たに導入・提案するサービス・利用形態・販売方式が十分に展開できない場合、当社グループの財務に影響を与えたり、成長

 

が制約される可能性があること

3.

 

種々の国内外の法令・規制・制度の導入や変更または当社グループへの適用により、当社グループの事業運営に制約が課されるなど悪影響が発生し得ること

4.

 

当社グループが使用可能な周波数及び設備に対する制約に関連して、サービスの質の維持・増進や、顧客満足の継続的獲得・維持に悪影響が発生したり、コストが増

 

加する可能性があること

5.

 

当社グループが採用する移動通信システムに関する技術や周波数帯域と互換性のある技術や周波数帯域を他の移動通信事業者が採用し続ける保証がなく、当社グ

 

ループの国際サービスを十分に提供できない可能性があること

6.

 

当社グループの国内外の投資、提携及び協力関係や、新たな事業分野への出資等が適正な収益や機会をもたらす保証がないこと

7.

 

当社グループや他の事業者等の商品やサービスの不具合、欠陥、不完全性等に起因して問題が発生し得ること

8.

 

当社グループの提供する商品・サービスの不適切な使用等により、当社グループの信頼性・企業イメージに悪影響を与える社会的問題が発生し得ること

9.

 

当社グループまたは業務委託先等における個人情報を含む業務上の機密情報の不適切な取り扱い等により、当社グループの信頼性・企業イメージの低下等が発生し

 

得ること

10.当社グループ等が事業遂行上必要とする知的財産権等の権利につき当該権利の保有者よりライセンス等を受けられず、その結果、特定の技術、商品またはサービス

 

の提供ができなくなる可能性があること、また、当社グループが他者の知的財産権等の権利の侵害を理由に損害賠償責任等を負う可能性があること

11.自然災害、電力不足等の社会インフラの麻痺、有害物質の拡散、テロ等の災害・事象・事件、及び機器の不具合等やソフトウェアのバグ、ウイルス、ハッキング、不正な

 

アクセス、サイバーアタック、機器の設定誤り等の人為的な要因により、当社グループのサービス提供に必要なネットワークや販売網等の事業への障害が発生し、当社

 

グループの信頼性・企業イメージが低下したり、収入が減少したり、コストが増大する可能性があること

12.無線通信による健康への悪影響に対する懸念が広まることがあり得ること

13.当社の親会社である日本電信電話株式会社が、当社の他の株主の利益に反する影響力を行使することがあり得ること

予想の前提条件その他の関連する事項
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Ⅰ ２０１２年度

 

第２四半期決算概況

Ⅱ ドコモの競争戦略

Ⅲ 今後の事業運営

１ “

 

ドコモならでは

 

”の端末ラインナップ

２ 先を行く

 

「Ｘｉ」

 

の更なる進化

３ 「ドコモクラウド」

 

の強化

１ 新領域への事業拡大

２ 新たな成長指標 「スマートＡＲＰＵ」

３ 経営基盤の強化

４ 事業成長と株主還元の両立
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33 第２四半期決算

 

（上期）

 

のトピック
U.S.

GAAP

営業収益 ：

 

２２,０７３億円 （前年同期比 ： ＋４.５％）

 

営業利益 ：

 

４,７１１億円 （前年同期比 ： －７.４％）

【決算のポイント】

パケット収入：

 

９,７５６億円

 

（前年同期比：

 

＋７.６％）

総販売数：

 

１,１８４万台

 

（前年同期比

 

：

 

＋１４.４％）

スマートフォン販売数：

 

６４４万台

 

（前年同期比

 

：

 

＋７７.６％）

Ｘｉ

 

契約数：

 

６２０万

 

（前期末比

 

：

 

＋１７８.６％）

■

 

前年同期比

 

増収減益

 

■ スマートフォン販売数・Ｘｉ

 

契約数

 

大幅増
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U.S.

GAAP

◆

 

本資料における連結財務諸表等は、会計監査人による監査を受けておりません。

＊１

 

各数値の算定については、本資料の「財務指標（連結）の調整表」及び当社ホームページ

 

(www.nttdocomo.co.jp) 内の「株主・投資家情報」をご参照ください。

＊２

 

フリーキャッシュフローの算定にあたっては、期末日が金融機関の休業日であったことによる電話料金未回収影響額、NTTファイナンス株式会社への電話料金の債権譲渡による電話料金未回収影響額、

 

および期間３ヶ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減を除いています。

２０１１年度２０１１年度
上期上期((１１))

２０１２年度２０１２年度
上期上期((２２))

増減増減
((１１))→→((２２))

営業収益営業収益 ２１２１,,１３０１３０ ２２２２,,０７３０７３ ＋９４３＋９４３

再掲）再掲）

 

携帯電話収入携帯電話収入 １７１７,,０８８０８８ １６１６,,４４１４４１ －６４８－６４８

営業費用営業費用 １６１６,,０４５０４５ １７１７,,３６２３６２ ＋１＋１,,３１７３１７

営業利益営業利益 ５５,,０８５０８５ ４４,,７１１７１１ －３７４－３７４

当社に帰属する四半期純利益当社に帰属する四半期純利益 ２２,,９９０９９０ ２２,,８５９８５９ －１３１－１３１

ＥＢＩＴＤＡＥＢＩＴＤＡマージン（マージン（％％））

 

＊１＊１ ３９３９..５５ ３６３６..５５ －３－３..００

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー

 

＊１＊１

 

＊２＊２ ２２,,７２８７２８ ５６２５６２ －－

 

２２,,１６６１６６

主要な財務数値

（億円）
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55 営業利益の状況
U.S.

GAAP

１１年度 上期 １２年度 上期

５,０８５億円

４,７１１億円

音声収入の減

 

※１

－８０８億円

パケット収入の増

 

※１

＋８７９億円

月々サポート影響

－７１８億円

その他の収入の増

＋３１９億円

機器販売収入の増

＋１,２７２億円

端末販売

 

費用の増

 

※２

＋６４４億円

その他の費用の増

＋６７４億円

営業収益

 

＋９４３億円

 

営業収益

 

＋９４３億円
営業費用

 

＋１,３１７億円

 

営業費用

 

＋１,３１７億円

※１

 

月々サポート影響を除く

 

※２

 

端末機器原価、代理店手数料の合計
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１２年度 １Ｑ ２Ｑ １２年度 (計画）

（万台）

５１７

２,３８０

総販売数

１,１８４

 

（上期）

年間計画に対して年間計画に対して

 

順調な進捗順調な進捗

６６７

・・・
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１２年度 １Ｑ １２年度 ２Ｑ １２年度 (計画）

２４９

１,４００

スマートフォン販売数

販売好調のため販売好調のため

 

年間計画を上方修正年間計画を上方修正

約６割

XiXi

 

比率比率

 

約４割約４割

１,３００

 

（当初計画）

３９５

XiXi

 

比率比率

約７割約７割
・・・

６４４

 

（上期）

（万台）
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※

 

携帯電話の分類中、上位４キャリアの４ＯＳ塔載端末（Ａｎｄｒｏｉｄ/ｉＯＳ/ＷｉｎｄｏｗｓＭｏｂｉｌｅ・ＷｉｎｄｏｗｓＰｈｏｎｅ/ＢｌａｃｋＢｅｒｒｙ）におけるキャリア別数量シェア
“全国有力家電量販店の販売実績集計／ＧｆＫジャパン調べ（タブレット型端末は含まない）“

スマートフォン販売シェア

 

※

契約シェアを上回る販売シェアの獲得契約シェアを上回る販売シェアの獲得

１１年度 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １２年度 １Ｑ ２Ｑ

４５％

５３％

３５％

５０％ ４９％

５５％

ドコモドコモ

その他
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99 パケット収入の拡大

１１年度 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １２年度 １Ｑ ２Ｑ

４,４５３

４,６１２
４,６５２

４,７２２

４,８５１

４,９０５

前年同期比前年同期比

 

２９３億円の増２９３億円の増（２Ｑ単独）（２Ｑ単独）
（億円）
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1010 ＭＮＰの状況

ＭＮＰ市場における競争が激化ＭＮＰ市場における競争が激化
ドコモへのドコモへのポートインポートイン

 

前年同期比前年同期比

 

＋＋６０％６０％と増加と増加

 

（（４４月～月～９９月）月）

ポートイン

ポートアウト

ポートイン

ポートアウト
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1111 ２０１２年度

 

業績予想の見直し
U.S.

GAAP

２０１２年度２０１２年度
当初予想当初予想((１１))

２０１２年度２０１２年度
今回予想今回予想((２２))

増減増減
((１１))→→((２２))

営業収益営業収益

 

（億円）（億円） ４４４４,,５００５００ ４５４５,,２００２００ ＋７００＋７００

営業利益営業利益

 

（億円）（億円） ９９,,００００００ ８８,,２００２００ －８００－８００

当社に帰属する当期純利益当社に帰属する当期純利益

 

（億円）（億円） ５５,,５７０５７０ ５５,,０７００７０ --５００５００

設備投資設備投資

 

（億円）（億円） ７７,,３５０３５０ ７７,,４９０４９０ ＋１４０＋１４０

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー

 

（億円）（億円）＊１＊１

 

＊２＊２ ４４,,４００４００ ２２,,４００４００ －２－２,,００００００

純増数純増数

 

（万契約）（万契約） ２８０２８０ ２００２００ －８０－８０

◆

 

本資料における連結財務諸表等は、会計監査人による監査を受けておりません。

＊１

 

各数値の算定については、本資料の「財務指標（連結）の調整表」及び当社ホームページ

 

(www.nttdocomo.co.jp) 内の「株主・投資家情報」をご参照ください。

＊２

 

フリーキャッシュフローの算定にあたっては、期末日が金融機関の休業日であったことによる電話料金未回収影響額、NTTファイナンス株式会社への電話料金の債権譲渡による電話料金未回収影響額、

 

および期間３ヶ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減を除いています。
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Ⅰ ２０１２年度

 

第２四半期決算概況

Ⅱ ドコモの競争戦略

Ⅲ 今後の事業運営

１ “

 

ドコモならでは

 

”の端末ラインナップ

２ 先を行く

 

「Ｘｉ」

 

の更なる進化

３ 「ドコモクラウド」

 

の強化

１ 新領域への事業拡大

２ 新たな成長指標 「スマートＡＲＰＵ」

３ 経営基盤の強化

４ 事業成長と株主還元の両立
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・・・
“ドコモならでは”

 

の端末ラインナップ

 

“ドコモならでは”

 

の端末ラインナップ

ドコモの競争戦略

先を行く

 

「Ｘｉ」

 

の更なる進化先を行く

 

「Ｘｉ」

 

の更なる進化

ドコモクラウドの強化ドコモクラウドの強化

先進性を先進性を

 

競争力の競争力の

 

源泉に源泉に

端末端末

・・

サービスサービス

ネットワークネットワーク



SLIDE No.

1414 “

 

ドコモならでは

 

”の端末ラインナップ

世界初世界初

 

らくらくスマートフォンらくらくスマートフォン
““

 

使い勝手使い勝手

 

””

 

を徹底追求を徹底追求

ドコモの先進技術によるカスタマイズ

グローバル端末にグローバル端末に

 

““

 

国内好評の機能国内好評の機能

 

””

 

搭載搭載

ワンセグワンセグ エリア

 

メール

 

エリア

 

メール
おサイフ

 

ケータイ

 

おサイフ

 

ケータイ

Ｇｏｏｇｌｅ

 

アカウント

 

不要

 

Ｇｏｏｇｌｅ

 

アカウント

 

不要

誤操作防止の

 

タッチパネル

 

誤操作防止の

 

タッチパネル
大きな

 

ボタン

 

大きな

 

ボタン

発売後発売後３３ヶ月でヶ月で
約８０約８０万台万台

発売後３ヶ月で発売後３ヶ月で
約３０万台約３０万台
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1515 “

 

ドコモならでは

 

”の端末ラインナップ

２０１２

 

冬モデル

クアッドコアＣＰＵ

 

６機種

 

クアッドコアＣＰＵ

 

６機種
大容量バッテリー

 

６機種

 

大容量バッテリー

 

６機種
ＮＯＴＴＶ
７機種

ＮＯＴＴＶ
７機種

ＮＦＣ
５機種

ＮＦＣ
５機種

©Disney

国内最速
１００Ｍｂｐｓ※

 

１１機種

 

（全スマホ対応）

 

国内最速
１００Ｍｂｐｓ※

１１機種

 

（全スマホ対応）

※

 

２０１２冬モデルのＸｉ対応端末における最大受信速度

生活にベストフィット

 

最速

 

Ｘｉ

 

スマートフォン
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Ⅰ ２０１２年度

 

第２四半期決算概況

Ⅱ ドコモの競争戦略

Ⅲ 今後の事業運営

１ “

 

ドコモならでは

 

”の端末ラインナップ

２ 先を行く

 

「Ｘｉ」

 

の更なる進化

３ 「ドコモクラウド」

 

の強化

１ 新領域への事業拡大

２ 新たな成長指標 「スマートＡＲＰＵ」

３ 経営基盤の強化

４ 事業成長と株主還元の両立
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1717 先を行く

 

「Ｘｉ」

 

の更なる進化

ドコモは一歩先を行くドコモは一歩先を行く

Ｘ

１００Ｍｂｐｓ
最大受信速度最大受信速度

２０１２冬モデルスマートフォン２０１２冬モデルスマートフォン

全機種対応全機種対応

全国政令指定都市全国政令指定都市

人口カバー率人口カバー率

２３２３,,０００局０００局

 

（１２年度末）（１２年度末）

１００％１００％

 

達成済み達成済み

ＸｉＸｉ

 

対応基地局対応基地局

人口カバー率人口カバー率

※

 

全国政令指定都市人口カバー率は、全国政令指定都市の市役所および特別区（東京２３区）の区役所が所在する地点における通信が可能か否かを基に算出

７５％７５％

 

（１２年度末）（１２年度末）

１１２１１２..５Ｍｂｐｓ５Ｍｂｐｓ

 

（１２年度内）（１２年度内）

最大受信速度最大受信速度

※

充実のカバレッジと更なる高速化
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１１年度 ４Ｑ １２年度 １Ｑ ２Ｑ １２年度 （計画） １５年度（目標）

（万契約）

２２２

１,１００

３３２

Ｘｉ

 

契約数の拡大

想定を上回る進捗想定を上回る進捗

６２０

４,１００万

 

契約

中期的目標も中期的目標も大幅上方修正大幅上方修正 中期ビジョン発表時

 

３,０００万契約

・・・

１２年度

 

１Ｑ １２年度

 

（目標） １５年度

 

（目標）２Ｑ１１年度

 

４Ｑ



SLIDE No.

1919 「Ｘｉ

 

トーク２４」

 

の拡大

１１年度 ３Ｑ ４Ｑ １２年度 １Ｑ ２Ｑ １２年度 （目標）

「Ｘｉ「Ｘｉ

 

トーク２４」はトーク２４」は

 

順調に拡大順調に拡大（７割以上の契約率（７割以上の契約率※※

 

））

３００万３００万
契約突破契約突破

※※

 

ＸｉＸｉ

 

総合プラン契約者に占める総合プラン契約者に占める

 

「Ｘｉ「Ｘｉ

 

トーク２４」契約比率トーク２４」契約比率

 

（２０１２年９月末時点）（２０１２年９月末時点）

約１５０万

約９０万

約３０万

約６００万約６００万

 

契約契約



SLIDE No.

2020 スマートフォン

 

パケット利用の拡大

３ＧＢ/月

 

以上

７ＧＢ/月

 

以上

快適な通信環境により快適な通信環境により

パケット利用は増加傾向パケット利用は増加傾向

現在１年前

５％

超
過
ユ
ー
ザ
比
率

２０％



SLIDE No.

2121

Ⅰ ２０１２年度

 

第２四半期決算概況

Ⅱ ドコモの競争戦略

Ⅲ 今後の事業運営

１ “

 

ドコモならでは

 

”の端末ラインナップ

２ 先を行く

 

「Ｘｉ」

 

の更なる進化

３ 「ドコモクラウド」

 

の強化

１ 新領域への事業拡大

２ 新たな成長指標 「スマートＡＲＰＵ」

３ 経営基盤の強化

４ 事業成長と株主還元の両立



SLIDE No.

2222 「ドコモクラウド」

 

-

 

基盤の充実

 

-

先進サービスの提供先進サービスの提供

キャリアとして培った信頼性キャリアとして培った信頼性

本人認証 課金・決済 購買履歴 嗜好データ

・・・・
・・

ストレージ対応

 

マルチデバイス対応

 

マルチプラットフォーム対応

 

ビッグデータ活用
・

 

・

 

・
ｄｏｃｏｍｏＩＤ認証基盤ｄｏｃｏｍｏＩＤ認証基盤 パーソナライズ基盤パーソナライズ基盤

ｄマーケットｄｄマーケットマーケット インテリジェント

 

サービス

 

インテリジェントインテリジェント

 

サービスサービス ストレージストレージストレージ



SLIDE No.

2323 「ドコモクラウド」

 

-

 

３つの方向性

 

-

“最先端のサービス開発”により“最先端のサービス開発”により

 

新たな収益を生み出す新たな収益を生み出す

ｄｄマーケットマーケット

インテリジェントインテリジェント

 

サービスサービス

ストレージストレージ

商品・サービスの

 

レコメンド

ＴＶとの連携

Ｏ２Ｏの推進

カーナビとの連携

多言語対応

意図解釈の向上

ネット貸金庫

うつして

 

翻訳

はなして

 

翻訳
メール翻訳

 

コンシェル
しゃべって

 

コンシェル

フォトコレクション ドコモ電話帳 ドコモメール

ＶＩＤＥＯストア

ＢＯＯＫストア

ＭＵＳＩＣストア

アニメストア

ｄゲーム



SLIDE No.

2424 ｄマーケットの進化

 

-

 

リアルへの展開

 

-

デジタル
コンテンツ

デジタル
コンテンツ

生活
サービス

生活
サービス

リアル
（コマース）

リアル
（コマース）

教育

デジタルコンテンツからリアルまでデジタルコンテンツからリアルまで

 

商材を拡大商材を拡大

ヘルス

 

ケア

さらに充実

・・日用品

ｄショッピング

食品 化粧品
しゃべって
コンシェル



SLIDE No.

2525 ｄゲーム

 

（１１月下旬

 

サービス開始）

利用者数利用者数

 

１１,,０００万０００万

 

売上高売上高

 

１５０億円１５０億円

 

を目指すを目指す

 

（開始２年後）（開始２年後）

ドコモが“サービサー”として

 

ゲーム市場に参入

安心、安全なご利用環境を提供

ゲーム各社

 

との協業



SLIDE No.

2626 ｄショッピング

 

（１２月中旬

 

サービス開始）

取扱高取扱高

 

２００億円規模２００億円規模

 

を目指すを目指す（開始２年後）（開始２年後）
:拡大商材:主要商材 :取り組み商材

チケットチケット

トラベルトラベル
保保

 

険険 ペットペット

日用品日用品

ＣＤＣＤ//ＤＶＤＤＶＤ

輸入商材輸入商材

食食

 

品品 化粧品化粧品

教教

 

育育
生鮮食料生鮮食料

書書

 

籍籍

家家

 

具具

フード宅配フード宅配

ヘルスケアヘルスケア

商材をリアル領域に拡大

新たな収益機会を創出



SLIDE No.

2727 ＶＩＤＥＯストア

２０１２年 ４月 ７月 １０月 １２年度 （目標）

開始８ヶ月

 

２００万

開始５ヶ月

 

１００万

開始１１ヶ月

 

２８０万

２０１１年１１月２０１１年１１月

 

サービス開始サービス開始

開始１年弱で２８０万契約突破開始１年弱で２８０万契約突破
４００万

 

契約

・・・



SLIDE No.

2828 アニメストア

２０１２年 ９月 １２年度 （目標）

２０１２年７月２０１２年７月

 

サービス開始サービス開始

年間目標に対して順調な滑り出し年間目標に対して順調な滑り出し

３０万契約

開始２ヶ月目

 

１０万

・・・



SLIDE No.

2929 ｄマーケット収入の拡大

１２年度 １Ｑ １２年度 ２Ｑ １２年度 （目標） １５年度 （目標）

２００億円超

約５０億円
約３０億円

１,０００億円規模

・・・ ・・・

約８０億円

 

（上期）

１２年度

 

１Ｑ １２年度

 

（目標） １５年度

 

（目標）１２年度

 

２Ｑ

１５年度には１１５年度には１,,０００億円０００億円

 

規模の収益源に規模の収益源に



SLIDE No.

3030 インテリジェントサービス

しゃべってキャラ機能しゃべってキャラ機能を追加を追加

 

（３５種類のキャラクターでスタートし、順次拡大）（３５種類のキャラクターでスタートし、順次拡大）

ｉｉ

 

コンシェル、コンシェル、ｄｄマーケットとの連携強化マーケットとの連携強化

キャラクターの声・性格を再現
各ＣＰより有料で提供

・・・

ちびまる子ちゃん ハローキティ 渡辺直美

しゃべってコンシェルの進化

Ｂｅｌｌｒｏｃｋ

 

Ｍｅｄｉａ

 

Ｊａｐａｎ，Ｉｎｃ.©１９７６，２０１２

 

ＳＡＮＲＩＯ

 

ＣＯ.,ＬＴＤ.(Ｅ)

 

ＡＰＰＲＯＶＡＬ

 

ＮＯ．Ｅ－５３１０１７－１

©さくらプロダクション/

日本アニメーション



SLIDE No.

3131 インテリジェントサービス

ＣＥＡＴＥＣ

 

ＪＡＰＡＮ

 

２０１２

米国メディアパネル・イノベーションアワード

“グランプリ”受賞“グランプリ”受賞

１１月１日より提供開始１１月１日より提供開始

はなして翻訳

 

（通訳電話サービス）

うつして翻訳

 

（文字認識技術を使用した翻訳サービス）

１０月１１日より提供中１０月１１日より提供中



SLIDE No.

3232

Ⅰ ２０１２年度

 

第２四半期決算概況

Ⅱ ドコモの競争戦略

Ⅲ 今後の事業運営

１ “

 

ドコモならでは

 

”の端末ラインナップ

２ 先を行く

 

「Ｘｉ」

 

の更なる進化

３ 「ドコモクラウド」

 

の強化

１ 新領域への事業拡大

２ 新たな成長指標 「スマートＡＲＰＵ」

３ 経営基盤の強化

４ 事業成長と株主還元の両立



SLIDE No.

3333 新領域事業の成長

メディア・
コンテンツ

コマース

金融・決済

Ｍ２Ｍ

アグリ
ゲーション

ＰＦ

メディカル・
ヘルス
ケア

環境・
エコロジー

安心・
安全

パケットパケットパケット

音声音声音声

市場投入ステージ 成長ステージ 収穫ステージ

ダイナミックな経営資源シフト

 

（ヒト・モノ・カネ）

ｄマーケット

 

ＮＯＴＴＶ

ドコモ

 

ヘルスケア

ドコモ

 

ドライブネット

 

ＰＳ

 

Ｖｉｔａ

スマートフォン

 

安心遠隔サポート

サイクルシェアリング

 

環境センシング

クレジット

 

ケータイ補償

 

回収代行

ネットモバイル

 

ボンジョルノ

オークローン

 

マーケティング

タワーレコード

らでぃっしゅぼーや

安定的なキャッシュ創出

 

利益率の維持

ドコモの持つ顧客基盤



SLIDE No.

3434

１１年度 １２年度（目標） １５年度（目標）

新領域収入の目標

約４,０００億円

約５,２００億円

約１兆円

オーガニックな成長オーガニックな成長

戦略的アライアンス戦略的アライアンス

・・・

その他

メディア・

 

コンテンツ

コマース

金融・決済



SLIDE No.

3535

１１年度 １２年度(目標) １５年度（目標）

メディア・コンテンツ分野の展開

約７００億円

約３,０００億円

音楽音楽//書籍書籍//ビデオビデオ//

 

ゲームゲーム//放送事業放送事業
の順調な立ち上がりの順調な立ち上がり

約９００億円

約４００億円
（上期）

・・・

収入

１１年度 １２年度

 

（目標） １５年度

 

（目標）



SLIDE No.

3636 コマース分野の展開

１１年度 １２年度(目標) １５年度(目標)

約６００億円

約３,０００億円

戦略的アライアンスの推進戦略的アライアンスの推進
約１,２００億円

約４５０億円
（上期）

・・・

収入

１１年度 １２年度

 

（目標） １５年度

 

（目標）

ｅコマースへの積極進出ｅコマースへの積極進出



SLIDE No.

3737

１１年度 １２年度(目標) １５年度(目標)

金融・決済分野の展開

約１,８００億円

約２,０００億円

約１,０００億円
（上期）

クレジット事業収入クレジット事業収入
料金回収代行収入料金回収代行収入
の堅調な伸びの堅調な伸び

約２,５００億円

・・・

収入

１１年度 １２年度

 

（目標） １５年度

 

（目標）



SLIDE No.

3838

１１年度 １２年度(目標) １５年度(目標)

新領域における国際事業の展開

約３００億円

約２,０００億円

アグリゲーションＰＦを中心アグリゲーションＰＦを中心

 

としたオーガニックな成長としたオーガニックな成長

約４００億円

約１００億円
（上期）

・・・

収入

１１年度 １２年度

 

（目標） １５年度

 

（目標）

Ｍ＆Ａを通じた事業拡大Ｍ＆Ａを通じた事業拡大



SLIDE No.

3939 ドコモ・イノベーションファンドの設立

ドコモ･イノベーション
ファンド

100億円規模
(予定)

オフィススペース

開発環境

経営アドバイス

・
・
・

有識者等のメンタリング

インキュベーション

ドコモ・イノベーションビレッジ

リソース提供
ベンチャー企業

革新的な技術

斬新な
ビジネスモデル

意思決定

出
資

出資

起業支援

運営 出資

新たなサービス創造に向けた新たなサービス創造に向けた
インキュベーション・ベンチャー投資の取組みインキュベーション・ベンチャー投資の取組み



SLIDE No.

4040

Ⅰ ２０１２年度

 

第２四半期決算概況

Ⅱ ドコモの競争戦略

Ⅲ 今後の事業運営

１ “

 

ドコモならでは

 

”の端末ラインナップ

２ 先を行く

 

「Ｘｉ」

 

の更なる進化

３ 「ドコモクラウド」

 

の強化

１ 新領域への事業拡大

２ 新たな成長指標 「スマートＡＲＰＵ」

３ 経営基盤の強化

４ 事業成長と株主還元の両立



SLIDE No.

4141 新たな成長指標

 

「スマートＡＲＰＵ」

新領域
収入

モバイル領域
収入

子会社収入
（例）

 

ＯＬＭ、らでぃっしゅぼーや、タワーレコード

 

など

ｄマーケット、ケータイ補償

 

ＮＯＴＴＶなど

iチャネル、iコンシェル、

 

地図ナビなど

パケット収入

音声収入

現状 今後

スマートＡＲＰＵ

パケットＡＲＰＵ

音声ＡＲＰＵ

パケットＡＲＰＵ

音声ＡＲＰＵ

基本使用料

 

（iモード/ｓｐモード）

モバイルサービス

 

に付随する収入

パケット通信料



SLIDE No.

4242 スマートＡＲＰＵの拡大

３５０ ３５０ ３６０ ３６０ ３７０

持続的成長に向けた持続的成長に向けた
スマートＡＲＰＵの拡大スマートＡＲＰＵの拡大

（円）

４００

約２倍

 

（１１年度比）

２Ｑ ４Ｑ １２年度

 

（目標） １５年度

 

（目標）１１年度

 

１Ｑ １２年度

 

１Ｑ ２Ｑ

・・・

３Ｑ

・・・

３９０



SLIDE No.

4343

Ⅰ ２０１２年度

 

第２四半期決算概況

Ⅱ ドコモの競争戦略

Ⅲ 今後の事業運営

１ “

 

ドコモならでは

 

”の端末ラインナップ

２ 先を行く

 

「Ｘｉ」

 

の更なる進化

３ 「ドコモクラウド」

 

の強化

１ 新領域への事業拡大

２ 新たな成長指標 「スマートＡＲＰＵ」

３ 経営基盤の強化

４ 事業成長と株主還元の両立



SLIDE No.

4444 経営体質の強化

構造改革による構造改革による

 

経営体質強化経営体質強化

２２,,０００億円規模の０００億円規模の

 

コスト削減コスト削減（対１１年度）（対１１年度）

新領域への新領域への

 

経営資源シフト経営資源シフト

モバイル領域のモバイル領域の
コスト効率化コスト効率化



SLIDE No.

4545

０８年度 ０９年度 １０年度 １１年度 １２年度(計画)

設備投資の効率化

中期的に７中期的に７,,０００億円を下回る水準へ０００億円を下回る水準へ

７,３７６

（億円）

６,８６５ ６,６８５

７,２６８ ７,４９０

・・・



SLIDE No.

4646

Ⅰ ２０１２年度

 

第２四半期決算概況

Ⅱ ドコモの競争戦略

Ⅲ 今後の事業運営

１ “

 

ドコモならでは

 

”の端末ラインナップ

２ 先を行く

 

「Ｘｉ」

 

の更なる進化

３ 「ドコモクラウド」

 

の強化

１ 新領域への事業拡大

２ 新たな成長指標 「スマートＡＲＰＵ」

３ 経営基盤の強化

４ 事業成長と株主還元の両立



SLIDE No.

4747 事業成長と株主還元の両立

安定的な配当
を軸とした株主還元

新領域への積極投資
を軸とした成長

安定的なフリーキャッシュフローの創出



SLIDE No.

4848 株主還元

０８年度 ０９年度 １０年度 １１年度 １２年度(予定)

５,２００円

６,０００円

安定的配当の継続安定的配当の継続

国内トップレベルの配当性向を維持国内トップレベルの配当性向を維持

５,６００円

５,２００円

４,８００円



SLIDE No.

4949 更なる成長に向けた取組みの全体像

ＮＷ・端末ＮＷ・端末
Ｘｉの充実・高速化・信頼性向上

デジタル
コンテンツ

デジタル
コンテンツ

生活
サービス

生活
サービス

リアル
（コマース）

リアル
（コマース）

教育 ヘルス
ケア

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

クラウド基盤の構築・機能拡充

等等
相互送客

サ
ー
ビ
ス
・ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実

サ
ー
ビ
ス
・ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実 モバイル領域収入

新領域収入

スマートＡＲＰＵ
約２倍

パケット収入

約４,０００億円

 

⇒ 約１兆円

１.５倍

（１.８兆円

 

⇒ ２.７兆円）

１１年度

 

⇒

 

１５年度１１年度

 

⇒

 

１５年度

収入ベースでは

 

新領域収入全体の

 

約半分

ストレージ インテリジェントサービス

・・・日用品

ｄショッピング

食品 化粧品
さらに充実

・・・



SLIDE No.

5050 主要指標の中期的目標

 

-

 

２０１５年度に向けて

 

-

新領域収入

パケット収入

スマートＡＲＰＵ

スマートフォン契約数

約 １兆円

１.５倍

 

（対１１年度）

約 ２倍 （対１１年度）

４,０００万
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SLIDE No.

5353

携帯電話収入(音声収入、パケット収入) 17,088 16,441 32,540 33,040

その他の収入 1,689 2,009 4,870 4,210

端末機器販売収入 2,352 3,624 7,790 7,250

１１年度 上期 １２年度 上期 １２年度 (今回予想) １２年度 (当初予想)

◆

 

「国際サービス収入」

 

は

 

「携帯電話収入」

 

に含めております

４４,５００

２１,１３０

U.S.
GAAP

営業収益の推移

（単位：億円）

４５,２００

２２,０７３



SLIDE No.

5454

人件費 1,355 1,380 2,840 2,780

租税公課 193 195 380 380

減価償却費 3,184 3,242 6,970 6,950

固定資産除却費 116 225 590 710

通信設備使用料 1,289 1,085 2,160 2,230

経費 9,908 11,235 24,060 22,450

（再掲）収益連動経費 ＊ 5,570 6,099 12,930 12,190

（再掲）その他経費 4,338 5,136 11,130 10,260

１１年度 上期 １２年度 上期 １２年度 (今回予想) １２年度 (当初予想)

３５,５００

（単位：億円）

＊収益連動経費＝端末機器原価＋代理店手数料＋ロイヤリティプログラム経費

U.S.
GAAP

営業費用の推移

１６,０４５ １７,３６２

３７,０００



SLIDE No.

5555

携帯電話事業（ＬＴＥ） 354 869 1,990 1,730 

携帯電話事業（ＦＯＭＡ） 1,488 1,141 2,060 2,150 

携帯電話事業（その他） 675 922 1,870 1,810 

その他（情報システム等） 599 678 1,570 1,660 

１１年度 上期 １２年度 上期 １２年度 (今回予想) １２年度 (当初予想)

７,３５０

（単位：億円）

U.S.
GAAP

設備投資の推移

３,１１６
３,６１０

７,４９０



SLIDE No.

5656

２０１１年度

 

上期(１)

２０１２年度

 

上期(２)

増減

 

(１) →

 

(２)

２０１２年度

 

(通期予想)

携
帯
電
話

契約数

 

【千】 ５８,９９３ ６０,７８７ ＋１,７９３ ６２,１４０

（再）

 

ＦＯＭＡ ５７,８６２ ５４,５８８ －３,２７４ ５０,４２０

（再）

 

Ｘｉ ３８９ ６,１９８ ＋５,８１０ １１,７２０

（再）

 

ｉモード ４６,１８３ ３７,３５６ －８,８２８ ３２,９２０

（再）

 

ｓｐモード ５,３７５ １４,２８９ ＋８,９１４ １９,０００

（再）

 

通信モジュールサービス ２,１２５ ２,６８０ ＋５５５ -

純増数

 

【千】 ９８３ ６５７ －３２６ ２,０１０

販売数

 

【千】

（端末持込分含む）

販売数 １０,３４５ １１,８３７ ＋１,４９２ -

Ｘｉ

新規 ３７３ １,１５７ ＋７８４ -

移行 ３ ２,９９４ ＋２,９９１ -

買い増し ２ １７６ ＋１７４ -

ＦＯＭＡ

新規 ２,３５４ ２,２８０ －７４ -

移行 ３８３ １０ －３７４ -

買い増し ７,２２９ ５,２２０ －２,００９ -

解約率

 

【％】 ０.５０ ０.７７ ＋０.２７ -

総合ＡＲＰＵ

 

【円】 ５,２３０ ４,９００ －３３０ ４,８５０

音声ＡＲＰＵ

 

【円】 ２,３１０ １,８５０ －４６０ １,７１０

パケットＡＲＰＵ

 

【円】 ２,５７０ ２,６６０ ＋９０ ２,７４０

スマートＡＲＰＵ

 

【円】 ３５０ ３９０ ＋４０ ４００

ＭＯＵ

 

【分】 １２８ １１９ －９ -

オペレーションの状況



SLIDE No.

5757 総合ＡＲＰＵ

１１年度 １Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １２年度 １Ｑ ２Ｑ １２年度（通期予想）

（単位：円）

：

 

音声ＡＲＰＵ ： パケットＡＲＰＵ

２,３４０
２,２８０ ２,１９０

１,９８０ １,９００

： スマートＡＲＰＵ

５,２２０ ５,２４０ ５,１５０
４,９６０ ４,９３０ ４,８７０

１,８１０

２,５３０
２,６１０

２,６００
２,６２０ ２,６６０ ２,６７０

１,７１０

２,７４０

４,８５０３５０
３６０ ３７０ ３９０

３５０ ３６０
４００

◆

 

本資料に記載のＡＲＰＵについては、新たなＡＲＰＵの定義に基づき算出しています。

◆

 

ＡＲＰＵの定義および算出方法については、本資料の「ＡＲＰＵ・ＭＯＵの定義および算出方法について」をご参照ください。



SLIDE No.

5858 総合ＡＲＰＵへの月々サポート影響

（単位：円）

◆

 

本資料に記載のＡＲＰＵについては、新たなＡＲＰＵの定義に基づき算出しています。

◆

 

ＡＲＰＵの定義および算出方法については、本資料の「ＡＲＰＵ・ＭＯＵの定義および算出方法について」をご参照ください。

：

 

音声ＡＲＰＵ（月々サポート影響除き） ：

 

パケットＡＲＰＵ（月々サポート影響除き） ： スマートＡＲＰＵ ： 月々サポート影響額

-１０ -４０ -６０ -１１０
-１８０

-３４０

２,３５０ ２,３２０ ２,２５０ ２,０７０
１,９６０

２,０４０

１１年度

 

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １２年度

 

１Ｑ ２Ｑ １２年度（通期予想）

２,０２０

５,２２０ ５,２４０ ５,１５０
４,９６０ ４,９３０ ４,８７０

-２９０

２,８３０

４,８５０

３５０
３６０

３５０ ３６０
３７０ ３９０

２,５３０ ２,６１０ ２,６００
２,６４０ ２,７００ ２,７５０

４００



SLIDE No.

5959
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◆

 

ＭＯＵの定義および算定方法については、本資料の

 

「ＡＲＰＵ・ＭＯＵの定義および算出方法について」

 

をご参照ください。

ＭＯＵ

： ＭＯＵ （分） ：

 

対前年同期増減率

１２８

１２１ １１９ １１９

１２９ １２８

－３.８％ －４.４％ －４.８％

－１０.４％

－６.９％
－８.１％



SLIDE No.

6060

①

 

ＡＲＰＵ・ＭＯＵの定義

ａ. ＡＲＰＵ

 

（Ａｖｅｒａｇｅ

 

ｍｏｎｔｈｌｙ

 

Ｒｅｖｅｎｕｅ

 

Ｐｅｒ

 

Ｕｎｉｔ）

 

：

 

１契約当たり月間平均収入

１契約当たり月間平均収入（ＡＲＰＵ）は、１契約当たりの各サービスにおける平均的な月間営業収益を計るために使われています。

 

ＡＲＰＵは無線通信サービスおよび無線通信サービスに付随するサービスの提供により得られる収入を、当該期間の稼動契約数で割って算出され

 

ています。

 

こうして得られたＡＲＰＵは１契約当たりの各月の平均的な利用状況及び当社による料金設定変更の影響を分析する上で有用な情報を提供する

 

ものであると考えています。なお、ＡＲＰＵの分子に含まれる収入は米国会計基準により算定しています。

ｂ. ＭＯＵ

 

（Ｍｉｎｕｔｅｓ

 

Ｏｆ

 

Ｕｓｅ）

 

：

 

１契約当たり月間平均通話時間

② ＡＲＰＵの算定式

総合ＡＲＰＵ

 

：

 

音声ＡＲＰＵ＋パケットＡＲＰＵ＋スマートＡＲＰＵ

・音声ＡＲＰＵ

 

：

 

音声ＡＲＰＵ関連収入

 

（基本使用料、通話料）÷稼動契約数

・パケットＡＲＰＵ

 

：

 

パケットＡＲＰＵ関連収入

 

（月額定額料、通信料）÷稼動契約数

・スマートＡＲＰＵ

 

：

 

無線通信サービスに付随するサービスの提供による収入

 

（コンテンツ及びクラウドサービス関連収入、料金回収代行手数料、端末補償サービス収入、広告収入等）÷稼動契約数

③

 

稼動契約数の算出方法

当該期間の各月稼動契約数

 

（（前月末契約数＋当月末契約数）÷２）の合計

（注）

 

通信モジュールサービス、「電話番号保管」及び「メールアドレス保管」は、ＡＲＰＵ及びＭＯＵの算定上、収入、契約数ともに含めていません。

ＡＲＰＵ・ＭＯＵの定義および算出方法について



SLIDE No.

6161 財務指標（連結）の調整表

2013年3月期通期

 

（今回予想）
2012年3月期

 

通期
2012年3月期

 

第2四半期

 

連結累計期間
2013年3月期

 

第2四半期

 

連結累計期間

a.ＥＢＩＴＤＡ 15,460 15,833 8,341 8,066

減価償却費 △

 

6,970 △

 

6,848 △

 

3,184 △

 

3,242

有形固定資産売却・除却損 △

 

290 △

 

241 △ 72 △

 

113

営業利益 8,200 8,745 5,085 4,711

営業外損益（△費用） △ 60 25 34 △ 55

法人税等 △

 

3,100 △

 

4,025 △

 

2,076 △

 

1,842

持分法による投資損益（△損失） △ 50 △

 

135 △ 58 △ 5

控除：非支配持分に帰属する四半期（当期）純損益（△利益） 80 30 5 50

b.当社に帰属する四半期（当期）純利益 5,070 4,639 2,990 2,859

c.営業収益 45,200 42,400 21,130 22,073

ＥＢＩＴＤＡマージン

 

(=a/c) 34.2% 37.3% 39.5% 36.5%

売上高四半期（当期）純利益率

 

(=b/c) 11.2% 10.9% 14.2% 13.0%

（注）

 

当社が使用しているEBITDA及びEBITDAマージンは、米国証券取引委員会（SEC）レギュレーション

 

S-K Item10(ｅ)で用いられているものとは異なっています。

 

従って、他社が用いる同様の指標とは比較できないことがあります。

１．

 

ＥＢＩＴＤＡ、ＥＢＩＴＤＡマージン

２．フリー・キャッシュ・フロー（特殊要因、債権譲渡影響及び資金運用に伴う増減除く）

2013年3月期通期

 

（今回予想）
2012年3月期

 

通期
2012年3月期

 

第2四半期

 

連結累計期間
2013年3月期

 

第2四半期

 

連結累計期間

フリー・キャッシュ・フロー

 

（特殊要因、債権譲渡影響及び資金運用に伴う増減除く） 2,400 5,035 2,728 562

特殊要因（注1） 1,470 △

 

1,470 - 1,470

債権譲渡影響（注2） △

 

2,460 - - △

 

2,540

資金運用に伴う増減（注3） - △

 

2,205 △

 

3,102 △

 

203

フリー・キャッシュ・フロー 1,410 1,360 △

 

374 △

 

712

投資活動によるキャッシュ・フロー △

 

7,760 △

 

9,746 △

 

6,618 △

 

4,582

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,170 11,106 6,244 3,870

（単位：億円）

（単位：億円）

（注1）

 

特殊要因とは、期末日が金融機関の休業日であることによる電話料金未回収影響額です。

（注2）

 

債権譲渡影響とは、NTTファイナンス株式会社への電話料金の債権譲渡による電話料金未回収影響額です。

 

なお、NTTファイナンス株式会社からの債権譲渡価額の支払条件は当社の従来の資金回収サイクルと概ね同等に設定しているため、当社の資金繰りへの重大な影響はありません。

（注3）

 

資金運用に伴う増減とは、期間3ヵ月超の資金運用を目的とした金融商品の取得、償還及び売却による増減です。

 

2012年3月期通期、2012年3月期第2四半期及び2013年3月期第2四半期の投資活動によるキャッシュ・フローは、資金運用に伴う増減を含んでいます。

 

2013年3月期通期（今回予想）の投資活動によるキャッシュ・フローは、資金運用に伴う増減の予想が困難であるため、資金運用に伴う増減は見込んでいません。

2013年3月期通期（今回予想）の数値調整については、合理的に可能な範囲内で行っております。



Copyright (C) 2012

 

NTT DOCOMO, INC. All rights reserved.
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